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国際連携活動の進め方 

平成 26 年 9 月 26 日 

情報発信 

 研究開発の計画、技術開発の方向性、中間成果、実証評価の各段階に応じて、各テー

マの実施者がワンボイス化した発信を行う。 

 計画的かつ効果的に情報発信のための登壇者間の情報交換を支援する。 

 国際会議において SIP の成果の発信や重要テーマの議論をリードするためのセッショ

ンを企画する。 

 国際会議などを通じて入手した情報を集約しタイムリーに共有する。 

国内における国際会議開催 

 自動走行システムに関する国際会議を国内で毎年開催する。 

 研究開発計画で取り上げている主要テーマごとにセッションを企画し、国際的に各分

野をリードする研究者や行政官による議論の場を提供する。 

 研究開発の中間成果のデモンストレーションや研究開発実施主体の研究施設視察など

現地・現物体験の機会を提供する。 

 産官学の関連国際組織のネットワークを活用して参加者を募り、また、各組織の会合

を併催することにより参加を促進する。 

国際的に開かれた研究開発環境の整備 

 日本での研究開発成果を実機で提示するデモンストレーションの実施から始め、研究

開発の進捗に応じて具体的対象を特定する。 

 既存の研究施設を活用する。また、特定の研究施設で実施することに限定せず、具体

的な研究対象に応じて最も効果的な場の活用を検討する。 

 実現すべきサービスや機能に関する検討を共同で行う場の設定に主眼を置く。 

 共同利用可能なプラットフォームを用意し、核となるモジュールやソフトウェアを持

ち寄ることで実施できるよう環境整備を行う。 

自動走行システムの社会受容性の醸成 

 既に実用化されている自律型および協調型の運転支援システムの技術や効果について

の理解活動を展開する。さまざまなイベントやその報道の機会を活用する。 

 自動走行システムの技術内容および事故削減効果の定量的提示を行い、自動走行シス

テムがもたらす効用と潜在リスクのオープンな議論の材料を提供する。 

国際パッケージ輸出体制の構築 

 次世代都市交通システム WG の検討進捗に合わせて、具体的活動の内容を検討する。 

以上 


